
会員数 37人 2名 2,000円 　来週は納涼例会です。

出席対象 37人 累計 42,000円
出席者数 29人 目標額 60万円 　クラブ奉仕委員長　吉澤

出席率 78.3% 達成率 7.0%
前回修正 86.5%

ウイークリーの原稿送付先：　pr@suwakorc.net

皆さまのご来場をお待ちしております。
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♪出席報告 ♪ニコニコＢＯＸ ♪今週のことば

☆幹事報告
【報告事項】

８月のロータリーレートは１＄＝１１１円

と連絡がありました。

ダメ。ゼッタイ。募金は、皆様の善意によ

り、18,972円になりました。ご協力ありがと

うございました。

【連絡事項】

スリランカ洪水、九州北部豪雨の義捐金の

要請が２６００地区よりありました。会計よ

り、会員一名あたり1,000円を拠出いたしま

す。

８月２６日に財団地区セミナーと米山地区

セミナーがあります。会長・幹事にて対応い

たします。

年会費前期分、若しくは一年全納分の締切

会⾧挨拶 会⾧ 高山 厳

今日は、運勢の話をします。
新聞・雑誌･週刊誌等どこにでも掲載して

あります。特に若い女性は良くも悪しくも自
分に当てはめてみて、真剣に考えたり、悩ん
だり、喜んだり…かといってそれほど後遺症
も残さず楽しんでいることもあるようです。
あってもなくてもいいようなものですが、思
いのほか奥が深いようです。今日はほんのさ
わりだけお話しいたします

私自身は、あまり占いとか、運勢・易とい

うものを信じる方ではありません、が、時に

よっては、何げなく新聞の運勢欄を見ます。

ＲＯＴＡＲＹ：ＭＡＫＩＮＧＡ ＤＩＦＦＥＲＥＮＣＥロータリー：変化をもたらす

2017-2018年度 国際ロータリーテーマ
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ＲＩ 2600 地区諏訪グループ 会長/高山 厳 幹事/小口 直久

『運勢』『今日のあなた』『今日の運勢』『星占い』等々ですがそのほとんどに作者名が記してあります。とい

うことは記載した言葉内容に責任をもっていると言うことでしょうか。
全てが謎めいていてあまりに難しいので、どのように作成されているのか、覗いてみました。

『高島易断』という言葉。私が子供の頃から存在した独特の表紙をした小冊子が記憶にあります。異次元の世界を

見るようで不思議な本というか冊子でした。

明治時代の占い師「高島嘉左衛門」〈高島呑象〉という易断家が“天文学と自然のあらゆる摂理から人の運と生き

方を導く学問”として、易学・九星気学・四柱推命・手相・家相・運命学に基づいて確立し鑑定を行いはじめ、当然

にこれが良く当たったために有名になっていったのでしょうね。不運の原因解明→解決の方法明示→幸福の道を指導
易学の歴史
まず、今から4000年前頃、伝説上の人物である伏義(ﾌｯｷ)が八卦と６４卦を作った
周易（一般的な易）今から3000年前頃、周の時代に、文王という人が卦辞(ｶｼﾞ)を書き、息子の公旦(ｺｳﾀﾝ)が

交辞(ｺｳｼﾞ)を作成したから周易という。 生年月日占いのこと
それを基にその後2500年前に孔子が完成させた。【略筮法】

50本の筮竹を用い、得られた卦によってその吉凶を占う方法

孔子は論語で有名ですが易経の作者でもあったようです
断易 五行易 2300年前 鬼谷子(ｷｺｸｼ)が創設。西洋占星術に相当

ある反面、結果として気になる場合があるから不思議です。
ここ数日は、運勢や易、占いの比較をするために、いろいろな新
聞などを見ていますが、よくもまあ、毎日違う言葉で、12～20文字
の短文にして誰にでもわかりやすい一行にまとめ、掲載できるもの
だなと感心し、調べてみました。



     

 

梅花心易 1000年前に邵康節(ｼｮｳｺｳｾﾂ)が考案。これの凄いところは、筮竹(ｾﾞｲﾁｸ)や算木、サイコロなし
の自然現象だけを見て的中させる。

☆三国志の諸葛孔明が、天から星が落ちる所を見て「敵の将軍の死を確信」し戦勝したのは梅花心易
のおかげとのこと

占いとは、「当たると信じている人の数×年数」で的中精度が上がる。宝くじと同じように 買うか
信じなければ当たりません。

三義
変易(変化)世の中の全てのものは常に変化し続けるもののことであり不易(不変)自然界の四季の訪れのよう

に絶対に変わらないもののことであり簡易(易簡)やさしい簡単簡潔でわかりやすいもののことでもありますど
こかロータリーの精神に似ており、奥が深く、謎だらけです。

会長挨拶～続き～
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青少年奉仕委員会 例会報告 森山委員長

【自己ＰＲ】
グエンとの思い出・・・。

グエンをホストファミリーとして受け入れて4ヶ月間、スキーに行ったり、家族旅行に行ったり、自分にとっても、

家族にとってもたくさんの思い出をいただきました。

また、グエンを受け入れたことで、改めて家族の大切さや、ありがたさを教えられた気がします。グエンにとっ

ても、今回の日本での経験が将来のために役立ってくれるのであれば、何よりです。このような機会を与えてい

ただき、ありがとうございました。

小口 直久

本例会では、人の生きてきた世代を振り返り、「育ってきた時代背景が違う」
から「”当たり前”が違う」 を認めなければいけない事実と、私たちが支援
する現在の子どもたちの置かれている状況について会員の皆様にわかっていた
だける例会といたしました。特にここ数年で私たち大人までも変化をもたらし
た携帯電話やインターネットの子どもたちの使い方や利用状況をデーターによ
り紹介させていただきました。思った以上に生活の一部となっています。そし
て、子ども達は他にも いじめ 自殺 不登校 うつ病 虐待や貧困などの大
きな社会的問題に向き合っている事実を知っていただきました。

いじめの動画を含めこの現実から私たちロータリーができるこれからの青少年奉仕について考えていただければ

と思いました。内容の一部でもどう感じていただけたかお教えいただければありがたいです。
本日はありがとうございました。

世代間についての現状とSNSの普及について分かりやすく説明して頂きました。

SNSの影響は様々な弊害をうみだしています。

ロータリーとしてできること・・・その問いかけが深く心に残る例会報告でした。


